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馬鈴薯の不稔 t温度の問題持

奥 野 俊糊

馬鈴薯は一般に不稔性で，殆んど結買を見泣いのが通例であり P 品種によっては地方的の差異

はあるが，開花し泣いものもある・然し時に工つては比較的良好友結賓を見る事もある.との様

に種子の出来る場合は多〈寒冷主主気候の年に多いと云ふ事は， !馬鈴薯の栽培家の間に古くからい

はれてゐる事である.

馬鈴薯の不稔は交雑法による優良品種育成に一大支障を来すもので、P 今日栽培されてゐる品種

の牧量が逐年減牧の傾向を示してゐる時，馬鈴薯に於る不拾の問題を基礎的に調べる事は生理事

的p 細胞恩p的及び遺体墜的見地から興味あるばかりでたし育種撃上重要注問題である.然して

今日高等植物l乞於~不稔の原因として雄性若L くは雌性器官の性的訣陥に上るもの，雌堆雨器官

の不親和に上る不稔及てE睦子形成の不完全又は死蹴等主主主種々あるが，馬鈴薯の場合はとれ等の

中の何れによるものか今後詳細主主研究を必要とする.以上述べた高等栂物\'C於~不稔は内因的又

は外国的の要因に上って惹起されるが，その外因的要因のーっとして温度の影響が皐げられる.

、著者は馬鈴薯不稔の研究D第一歩とLてP 温度の影響を昭和 19年度に於て調べp 放にその調査

結果を得たので報告する事とした.

材料及び方法

供試材料は男爵，紅丸，蝦夷錦p 農林一読，島系 161，岡山種の他， 606， 643， 649， 665， 667 

及てh672 v系統番読を有する各品種の馬鈴薯を用ひたp 尚男爵，蝦夷錦及てE紅丸以外は杢部北海

道農事試験場島松馬鈴薯試験地の田口投1師の御厚意に上砂載いたものでp 同氏に封し深〈感謝の

意を表するきた第である.

本賓験は首研究所の賓験固場の他に，県知安町に園場を借りて行った.倶知安の圃場は特に高

地を選てh，夏季に於る平均気温は札幌の固場に比較して約 2
0
C低かった.温度測定は 6月中旬

より 10月中旬迄毎日行ひ，測定時聞は7時， 12時， 18時の三同を選て人との他に最高及び最

低温度の測定も行った.結賓扶態は各品種間叉は同一品種間内に於る人工授精法によって生じた

ものを詳細に観察L，その自の温度との闘係を調べた.角自黙の朕態に於て結賢せるものも出来

得~限り観察し，乙れを記録した.

発北海道大皐低温科事研究所業績 第36蕊.

柑低温科皐研究所.
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費験結果

品種によって開花期に相官の遅速があったのでp 札幌国場では大関7月と匂から，又倶知安固

場では7月中旬から人工授情を行び， 8月下旬迄繕績して行った.人工授精は大韓 9時から 10

時頃迄の問に行った.札幌及び倶知安の雨圃場にtたろ結寅成績の詳細は第1表と第2表vc.示すが

ま口き結果、となったが，札幌国場では7月に1同， 8月に 2同，合計3同，倶知安圃場に於ても同

様に7月広1同， 8月に 2同，計3同の結賓を見た.

第 1表札幌闘場に於る馬主(?客足う結賛成績

賃験場所!日
時17 LE 度 (C)

正当 結賓結果
時 112 時 I18 時 l最高|長 低|不

!7月 9a 20.0. 26.0 21. 8 26.8 14.2 21‘8 

11日 23.0 29.0 22.6 30.5 15.0 24.0 

13日 23.4 27.4 24.0 28.2 23.9 

14日 20.2 27.2 22.4 27.6 17.0 22.9 

18日 23.4 28.4 26.4 29.8 19.6 25.5 

22日 19.4 23.8 21. 0 25.0 14.8 20.8 + 
20.4 26.4 23.4 28.0 19.0. 23.4 

28日 24.0 27.2 • 22.8 28.0 20.3 24.5 

札幌園場 31 a 23.6 25.7 23.6 27.5 21.0 24.3 

8月 5日 22.4 24.0 19.4 24.6 18.5 21.8 

8日| 22.7 31.2 26.0 32.0 19.0 26.2 

11日 19.2 27.6 20.0 28.6 13.0 21. 7 →ー

15 a 21.4 32.1 26.0 33.2 14.6 25.5 

17日 25.1 27.8 26.6 31.6 20.6 26.3 

19日 24.0 26.8 22.8 28.5 20.8 24.6 

25日 J 23.8 26.0 23.8 26.0 22.0 24.3 

27日 20.0 24.6 23.2 26.0 16.4 22.0 + 
29日 22.6 29.0 24.4 31 4 15.2 24.5 

31日 21. 0 27.2 21.0 28.0 14.6 22.4 

第2表倶知安岡湯に於る馬鈴薯の綜費成績

， 

illl 度 (C)
時貸験場所 IEl

18 時|最 高|最

結質結果 l
7 時 12 時

，7月 16日 21.6 22.4 21.1 22.8 17.0 21. 0 

17日 21.2 23.0 22.2 23.6 16.0 21. 2 

20日 22.0 21. 0 19.4 22.0 16.6 20.2 

21日 18.6 20.8 18.6 21. 6 13.8 18. 7 十

24日 18.8 23.0 21.2 23.6 15.2 20.4 
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7月25B 21. 0 26.0 20.5 27.4 15.6 22.1 

29日 1 22.9 26.2 24.0 26.8 19.0 23.8 

30日 22.8 28.4 23.8 30.0 19.1 24.8 
倶知安岡場 8月 2日! 22.4 26.2 23.6 27.4 18.8 23.7 

3日| 21. 4 27.6 24.4 29.0 17.2 23.9 

6日 18.0 28.2 22.0 29.4 14.0 22.3 

7 B i 23.6 32.2 24.2 33.8 18.0 26.4 

12日 17.8 21.2 18.8 21.8 13.2 18.6 + 
13日 21.2 24.4 23.2 26.0 15.4 22.0 

22日 18.4 22.6 21. 2 23.6 15.2 20.2 + 
23日 20.2 24.6 21. 0 25.4 17.8 21.8 

結賓した日の温度は第1表及び第2表で明らかである如く，札幌では千均温虚 (7時， 12時，

18時と最高及てjご最低温度の平均)20.80C， 21.70C， 22. QOCで，倶知安では 18.7"C，18.6"C， 

20.2
0
Cであった.とれ等の温慶は何れも 7月及び3月の最低温度目に大瞳相官してゐた.こο

事は明らかに馬鈴薯の結賓には温度が重要注外要因として作用してゐる事を意味するものであ

る.尚第1表と第2表に示せる結果を園表にすると第1園，第2圃の如くである.

A 

!?にとf;ffc:二二つ
%↓ 
羽白主

i;~/ヘ
l I U 二J再工
/へ λ/¥/人/ヘ r〆ヘ//ヘ/へ

， 751218?812187111218?lb12187221218719121872b.1872712187291218 

第 1園 Arま第1'ii受に於る 7月の， B は8月の人工授精日とそ¢日の湿度を

示す.破線は結賃日の温度を表はす.Mi.T はそ@日の最低示度時で，
Ma.Tは最高示度時で、ある.

7 1218 
31 

然らば馬鈴薯の結賓にどの程度の温度が好誼であるかは，本費験の範圏では明確た事はいへた

い.然し札幌では平均温度 20
0
C附近，倶知安では 18

0
C附j庄の温度の日に結賓が見ら九た事よ

りかくとも授精現象が平均温度 20
0
C以下の日に行はれた時，比較的好結果が賞、らされるので

はないかと思はれる. 20 0C 以下といっても，授精L得~最低の限界温度は宮然存在する詩であ

るから，との限界i量度を越える低温下では勿論結賓出来泣いものと考へられる.

与えに結賞頻度は非常に低調主主もので P 札幌圃場に於る資験では 3.8%，倶知安圃場では 5.5%
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第2圃 A は第2表に於る 7刃の， B I官 8月の人工授精日とその日の温度を
示す. 破線ほ総資自の温度を表はす. Mi. T はその日の長俊示度I患でp
Ma.Tは最高示度時である.

に過ぎたかった. ~pち札幌で、は 7 月に 9 同， 8月に 10同の人工授精を行0.，各1同毎に7組宛

行ったから会躍で、133組にたる.その中，結賢せるものは7月 22日に2組， 8月 11日に2組y

8月 27臼に l組，計5組であるから， その頻度は約 3.8.%にたる.又倶知安では7月に8同，

8月に8同行ひF 各1同毎に8組宛人工授精を行ったので，合計128組にたり， そのヰt，結賢を

見たのは7月 21日に3組， 8月 12日に3組， 8月 22日に1組p 計7組であるから， その歩貫主

度は約 5.5.%にたる.尚自然航態に於ても多少結震が見られたが p とれ等のものの殆んど糖、ては

人工授精;去によって給費した日と大瞳同一日であった.然L自然朕態に於る結賓頻度は判ら主主い

が，人工授精法に上:s場合上り遣に低調で、ある事は明らかで、ある.人工授精法及び自黙扶態に於

る結寅結果は倶知安圃場の方が札幌上り僅かに良好であった. とれは南地方の温度差ttよるもの

か判然とした事はいへ友いが，札幌国場の7月の苧均温度は 23.50C，8月は 23.goCで， 7月

と8月を通じての平均温度は 23.70Cであった.然るに倶知安圃場で、は7月の平均は 21.5
0C， 

8月の千均は 22.4
0Cで， 7月及び8月を通じての平均は22.0oCであり，倶知安は札幌上りも

7月が 2
0C，8月が 1.5'C，7月と 8月の千均で1.7

0C低かった.

考 控
;..~ 

馬鈴薯は一般に不稔性で，札幌地方では殆んど結賓を見泣いのが通例である・ 叉主主〈花芽を7f;会

成したく，随って開花したいものもある.との不稔の原因が何れにあるか追求ナる事は育種撃i二

重要な問題である.今日迄馬鈴薯の不稔に闘する研究は二，三あるが，何れも不充分主主黙が多く，

今後の研究に上り決定さるべき多〈の問題が;境されてゐる様に思はれる.
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馬鈴薯に於る不稔として 3 先づ細胞撃的機構にその原因が存在する場合が考へられる. ~pも染

色曜の異常に上るもので，花粉母細胞が正常た減数分裂を行ひ得たい事に基因する.殊に四分胞

子の形成か正常に行iまれたいでp 二分胞子，三分胞子又は五分胞子以 f二の多分胞子が形成され 3

とれ等のものが授精能力がない潟に不稔とたる事玖馬鈴薯に於ても-~、考慮される・との様及現

象は須藤 (1927)，稲田 (192η 及び Miintzing(1933)に工って馬鈴薯で見られてゐる・著者

も多くの品種の細胞撃的研究に於て呉常形の胞子形成を観察した・'特に栽培品種に於てとの異常

が著しし例へは男爵では約 45%位の異常形の花粉粒が見られた.然L異常訟ものと同時に正

常た花粉粒も多く存在するから，宮然相富の結置が見られたければたらたい.叉二y 三の馬鈴薯

では殆んど完杢主主花粉粒が形成されるにも拘らす，"結賢結果は良好で、友かった.その一例を拳げ

ると，田山種は n=12の 2倍種で，減数分裂は全くE常であって， 90%以上の正常紅花粉粒が

常に形成されるが，結賓Jlk態は栽培品種の男爵，紅丸p 蝦夷錦，農林一蹴等と何等襲りたく非常

に低調たとものでるった・以上の事より減数分裂の異常部馬鈴薯の不稔現象θ直接主主原因とは考へ

られたい.

女に環境要因が花粉の不稔l宝の重大主主原因と主主る事が知られ，との中 p 温度と栄養扶態が最も

著しい影響を及すものでわる.Popenoe (191η はマンゴ戸 (M，側 gザ0・αindicα)の花粉に於てp

Borgenstem (1922)はハシ下イ属 (Syringα)の花粉の不稔は低温の震に起ると報告してゐる.

叉 Michaelis(1926)はアカパナ (Epilobi1l'ln py1ザicholophum)は撞々の低温で， Blakesleeと

Cartledge (1926)はテウセンアサガホ属 (Dctturα)で同様に低温が不稔性花粉粒を著しく増大

する事を見てゐる.須藤 (1927) は馬鈴薯では遣に雄性器官の不稔は高湿の~に起る事を確めて

ゐるが，然しとれ等の人の研究の多〈は異常温度の震に減数分裂が不規則に行はれ，その結果不

稔性の花粉粒が出来た事， ~pち前速の細胞皐的機構に上る不拾である.

馬鈴薯i乞於る不稔は以上逮べた細胞撃的の異常に上る上りも，寧ろ生理事的異常にその原因が

求められるものと思はれる.生理皐的原因に上る不稔も種々の方面から考慮され注げればならた

いが p 馬鈴薯の場合は雌雄雨器官の聞に於る機械的の授粉不可能と云ふ事が考へられ，との宜接

原因のーっとLて温度の影響力て事げられる. ~pち柱頭上\'C.於て花粉が護芽し泣いか，瑳芽しても

花粉管の1$長が花柱若しくは子房内で|廟阜の局に中止され，授精不能と主主るもので，との花粉管

の伸長と雌の器官に於る不親和性の原因のーっとして温度の不適嘗と云ふ事力i¥，大き友影響を粛

すものと考へられる.との様主主花粉管の桂頭内に於る仲長障1i専は本賢験に於て明らかに見られ，

多くは花紛管が柱頭内に伸びて行く前に p 死滅してしまふものが多い様であった.又結賓は札幌

及び倶知安南国場を通じて， 7月と 8月の平均温度が約 200CtJ、下の最低温度目に見られた事上 p

h 馬鈴薯の授精に温度が大き主主要因として作用してゐる事は明らかである.との事は叉比較的
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低温の年に馬鈴薯の結賓が見られると云ふ賓際の栽培者の意見と一致するものであしとの貼非

常に興味ある事である.若々し訟がら本震験に於る 20
0
C附近の温度は決して馬鈴薯の結賓に封ず

る好適な温度では友い.

馬鈴薯の結賓1乞は温度の{也に種々の外要因が考へられるが，そのーっとして光週律印ち日照時

間も叉重要注影響を及すものと考へられる.植物に於る生理皐的現象に於て，温度と光週律は密

接友関係があろ事\~主 p 古くから知られてゐる Roberts と Strv.ckmeyer (1939) は馬鈴薯の

Ka:αhdinといふ品種を初め涼し〈且つ日照時聞を短い一欣態に保ちp その後p それを涼し〈日照

時間を長い扶態に保つ事によって 3 種子を得たといってゐる.との Robertsと Struckmeyerの

賓E誌に於ても日照時聞の長短は別とLてP 比較的1まい温度の献態に於て臣子を得てゐらが p 日!!夜

時間が更にどの程度迄，種子形成に好結果を濁らす・か明らかで、ないが，兎に角温度と日jlii時間は

馬玲薯の品賞i乞封し密接主主影響を誘致ナるものと考へられる.との温度と!日照時聞に開し旭日機

舎を得て詳細な賢験を行って見たいと思ふ.

馬鈴薯の不稔の原因として以上の他に p 花芽の不形成及び落花現j裂を見逃す事が由来注い.馬

鈴薯;会品種之よってはをく花芽を形成し主主いものがあるが p 叉多〈の花を着けるものちある.然

しその花の殆んど全部が開花後 10日位で落下ナる場合が多い.一般に栄養成長と花芽形成とは

相反す・る傾向がある事ばp 古〈から責l祭家及び主理翠者等¥'1こよって知られてゐる事であり p 特に

栄養成長が極端な時はァ花芽の形成l生殆んど見られ主主い事がある.Klebs (1917)の研究以後の

傾向として，花芽の形成には一般に茨水化物が或萱だけ植物の躍内に蓄積される事が~.、要である

とぜら九た. ~p ち茨7J\化掬D一部分は柴養生長の材料となれ呼吸作用に用びられるがp それが

主主に過剰消費される事なし憶内に或量だけ残る事が花芽形成に必要主主眼件とたるといふ.との

事は馬鈴薯;乞於ても考へられる事でp 同化作用の結果作られた茨水化物の多くは塊室内に移動す?

る結果，瞳内に於る安水化物の分散が不均衡になり，潟に花芽形成の猷除又は落下7J"¥起ると考へ

られる.馬鈴薯では或程度の範園に於て温度が高い事は同化作用を盛んにL，安水化物の蓄積を

有利にするがp 同時に栄養成長を盛んにするものではp 花芽の形成が特に良くなるとは去はれ主主

ぃ.安水化物の抱封量は少〈とも p 若しそれが柴養成長に用ひられる事に制限があればp 花芽形

成は強ち不可能ではたい.とれに反して安水化物の絶封量が多くとも p 栄養成長に使用さ丸55事

が多ければ，花芽の形成は起り難いと考へ!l2ば主主らない.

以上敷項に亙って，馬鈴薯の不稔性:司こ就て論述したが，少えとも馬鈴薯に於る不:稔l土単調の原

因に上るもDでは泣い. ~p減数分裂の異常に上って不稔性の花粉粒が作られる事もその原因と考

へられるが，とれが直接の原因では泣く，環境要因特に温度とか日照時間の長短が雌堆雨器官の

不親和を誘起する事p 又同化作用により作られた茨水化物の瞳内に於る不均街・た分散iF" 花芽の
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不形成若しくは落花を誘起する事等に上って結寅不能とたる事がE接的の大き訟原因と考へられ

る.

本研究は日本書芸術振興舎の援助に工って行はれたものである.主主に同舎に封L深謝の意を表す

る.
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